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 このアンケート調査は、林野庁が実施する「森林・⼭村多⾯的機能発揮対策事業」におい
て、活動組織への⽀援・指導を⾏う地域協議会の皆様を対象に、各種の⽀援活動等の状況 
や運営上の課題等をお尋ねし、回答の集計結果を今後の施策の企画・⽴案への活⽤や、森林づくり・
地域活性化に取り組む関係者の皆様のご参考にしていただくことを⽬的としています。 
ご多忙のところ誠に恐れ⼊りますが、アンケート調査へのご協⼒をお願いいたします。 

 本アンケート調査は林野庁から委託を受け、公益財団法⼈⽇本⽣態系協会が実施しています。 
 本アンケート調査は、貴協議会における活動組織の⽀援・指導に関する取組の全体像を把握

されているご担当者様がご記⼊くださいますようお願いいたします。 
 皆様からのご回答は、本調査の⽬的以外に使⽤することはありません。 
 アンケート調査票は、本紙を含め 26ページ（全 40 問）です。 
 選択式の質問では、当てはまる選択肢のチェック欄にチェック☑をお願いいたします。 
 ご記⼊後、令和 4 年 ９ ⽉ 9 ⽇（⾦）までに同封の返信⽤封筒または E メールにて、本

アンケート調査票をご返送いただきますようお願いいたします。 
 ご不明な点がございましたら、下記のお問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。 

 
 
＜調査委託元＞ 
 林野庁  
＜お問い合わせ及びご回答の送付先＞ 

公益財団法⼈ ⽇本⽣態系協会（担当︓⼩川、井上、⻲⽥）  
住 所︓〒171-0021 東京都豊島区⻄池袋2-30-20 ⾳⽻ビル 
電 話︓03-5951-0244 
E メール︓ shinrin-quest @ecosys.or.jp 
  

貴協議会名、アンケート記⼊者名、アンケート記⼊者の連絡先をご記⼊ください。 

地域協議会名 
 

アンケート記⼊者名 
 

アンケート記⼊者の

連絡先 

電話番号 

Eメールアドレス 

地域協議会の運営状況についてのアンケート 
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１．貴協議会の運営や連携状況についてお伺いします。 
問１ 運営状況  
 年間を通じて貴協議会に関わる⼈数を教えてください。 
 

常勤の担当職員 
うち常時対応されている職員数               （   ）名 

兼務されている職員数                  （   ）名 
※本事業と貴協議会の他の事業と兼任されている⽅  

繁忙期に応援を頼むことのできるおおよその職員数（常勤担当職員以外） （   ）名 

年間を通じて関わる専⾨家・学識経験者 （   ）名 

 
 
問２ ⼈員の専⾨性 
 以下の分野の相談について、貴協議会でどの程度対応可能か教えてください。 
（①〜⑥の項⽬それぞれに☑） 
 

対応可能な分野 ⾃信を持って 
対応可能 

ある程度 
対応可能 

外部の協⼒に
より対応可能 
（協⼒者の 
⾒当がつく） 

外部の協⼒に
より対応可能 

（協⼒者の 
⾒当がつかない）

①申請書作成⽀援     

②モニタリング調査     

③林業施業技術     

④マネジメント・資⾦調達     

⑤情報発信・プロモーショ
ン     

⑥その他※
（          ）     

※⑥その他に該当する場合は（   ）に内容をご記⼊ください 
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問３ 運営上の課題  
 貴協議会の運営や⼈員に関する課題について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
 ① 割り振られる⼈件費が少ない 
 ② 活動予算が少ない 
 ③ 特定分野の技術⽀援を担う⼈材がいない 
 ④ 運営を担う⼈員の労働負荷が⼤きい 
 ⑤ その他（以下、⾃由記述欄に回答お願いします） 
 ⑥ 特に課題はない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
問４ 他の主体との連携  
 本交付⾦の取組において、連携している機関や地⽅公共団体及び連携内容について教えてくださ
い。（アドバイザーを含む）（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 

     機関 
連携内容 

別の 
地域協議会 森林組合 公益法⼈・

NPO 

⼤学・ 
研究機関 
(研究者) 

その他 ※
(    ) 

① 書類作成の⽀援・指導      
② 作業や活動への助⾔      
③ 安全講習等の実施      
④ 資機材の貸与      
⑤ 広報活動の⽀援      
⑥ モニタリング調査の 

⽀援      

⑦ 地域外関係者確保の⽀援      
⑧ その他※
（          ）      

⑨ 特に連携していない      
※その他の場合は（  ）に内容をご記⼊下さい 
（次ページに続く） 

「⑤その他」にご回答の場合は、具体的な課題内容について教えてください 
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連携内容 ① 都道府県 ② 市町村 

① 活動組織の申請書類の事前確認・作成⽀援   

② 活動組織の具体的な作業状況の確認   

③ 活動組織の活動対象地が森林経営計画の範囲内かの確認   

④ 活動組織の活動場所の提供・斡旋   

⑤ 安全講習や森林施業技術の向上に向けた講習・指導   

⑥ 森林内での作業に対する助⾔   

⑦ 本交付⾦の募集に関する広報   

⑧ 活動組織の活動に関する広報   
⑨ 年度末書類（実施状況報告書等）の作成に関する事前確認 

・作成⽀援   

⑩ 活動組織向けの資機材の貸与   
⑪ 森林・林業関係（新たな森林管理制度の取扱い等） 

の情報の提供   

⑫ 上乗せ⽀援に関する相談   

⑬ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします）   

⑭ 特に連携していない   
 
 
 
   

「⑬その他」にご回答の場合は、具体的な連携内容について教えて下さい 
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２．新たに創設された制度に関してお伺いします。 
問５ 関係⼈⼝創出・維持タイプ取得活動組織数  

令和３年度より「関係⼈⼝創出・維持タイプ」が創設されました。 
令和３年度及び令和４年度７⽉末時点（予定含む）に「関係⼈⼝創出・維持タイプ」の交付⾦を取
得した団体数を教えてください。 
 

令和３年度 令和４年度（予定含む） 

団体 団体

 

問６ 関係⼈⼝創出・維持タイプの相談、問い合わせ状況  
令和３年度及び令和４年度において「関係⼈⼝創出・維持タイプ」交付⾦に関して活動組織から

受けた相談や問い合わせの内容を教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
 ① どのような活動が対象となるのか、要件がわからない 
 ② 地域外関係者の定義や対象がわからない 
 ③ 地域外関係者との接点がなく、情報発信や集客の⽅法がわからない 
 ④ 現在の活動で⼿⼀杯で、地域外関係者に声をかける余裕がない 
 ⑤ 何らかの事情で活動内容が変更になった場合はどうしたらよいかわからない 
 ⑥ 参考となる情報（他の活動組織の事例など）がほしい 
 ⑦ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑧ 特にない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「⑦その他」にご回答の場合は、具体的な相談内容や問い合わせ内容について教えてください
（タイプの利⽤に繋がっていないものも含めて教えてください） 
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問７ 関係⼈⼝創出・維持タイプ交付⾦取得希望団体への⽀援内容  
令和 3 年度及び令和４年度に「関係⼈⼝創出・維持タイプ」の交付⾦の取得を希望する団体へ貴

協議会が⾏った⽀援について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
 ①「関係⼈⼝創出・維持タイプ」の対象となる活動・要件についての説明 
 ② 参考となる情報の提供（他の活動組織の活動事例等） 
 ③ 管内で同タイプに取り組む活動組織の紹介 
 ④ 企業や NPO 法⼈、学校などの地域外関係者の個別の紹介・仲介 
 ⑤ マッチングイベント開催やブース出展などによる地域外関係者への紹介・仲介 
      （下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑥ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑦ 特にない 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
問８ 地域外関係者の紹介・仲介⽀援において苦労した点  
 地域外関係者の個別の紹介・仲介やマッチングイベント等集団での紹介・仲介を実施された場合、
実施に際し苦労されたことを教えてください。未実施の場合、その理由や実施する際のハードルな
どを教えてください。 
  

 
 
 
 
 
 

「⑤マッチングイベント開催やブース出展」「⑥その他」にご回答の場合は、具体的な⽀援内容に
ついて教えてください 
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問９「森林・⼭村多⾯的機能発揮対策アドバイザー」の周知⽅法  
令和３年度より「森林・⼭村多⾯的機能発揮対策アドバイザー」（以下、「アドバイザー」という）

制度が創設されました。令和３年度及び令和４年度においてアドバイザー活⽤に向けて活動組織に
⾏った貴協議会の周知⽅法について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
 ① 林野庁のアドバイザー活⽤案内チラシを配布し、活動組織に個別に周知した 
 ② アドバイザー制度に関する独⾃資料を作成し、活動組織に個別に周知した※ 
 ③ アドバイザーリストを配布し、活動組織に個別に周知した 
 ④ 林野庁のアドバイザー活⽤案内チラシを地域協議会 web サイトに掲載した 
 ⑤ アドバイザー制度に関する独⾃資料を作成し、地域協議会 web サイトに掲載した※ 
 ⑥ 活動組織から相談があった際に、アドバイザー制度の紹介をした 
 ⑦ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑧ 特にない 

 
 
 
 
 
 
 
 ※②、⑤本制度に関する独⾃資料を作成している場合は差⽀えなければアンケートと⼀緒に（公財）
⽇本⽣態系協会までＥメール（shinrin ｰ quest@eosys.or.jp）⼜は返信⽤封筒にてお送りいただけま
すと幸いです。 
 
問１０ 林業普及指導員を主とした道府県庁職員の活⽤状況  

アドバイザーに準じて技術的指導を⾏う⼈材として、林業普及指導員を主とした都道府県庁職
員（以下「普及指導員」という。）を活⽤できる場合があります。従来からの普及指導員の活⽤状況
についてお伺いします。（当てはまる選択肢ひとつに☑） 
 

 
 
 
 
 
 
 

 ① 従来より普及指導員に技術的指導を依頼している 
 ② 普及指導員の存在は知っていたが、技術的指導の依頼はしていなかった 
 ③ 普及指導員に技術的指導の依頼をしたことがあるが対応してもらえなかった 
 ④ 普及指導員の存在を知らなかった 
 ⑤ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします）

「⑦その他」にご回答の場合は、具体的な周知⽅法について教えてください 
 

「⑤その他」にご回答の場合は、具体的な活⽤状況について教えてください 
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問１１ アドバイザーの報償費単価  
アドバイザーの報酬費（謝⾦）単価についてお伺いします。 
（当てはまる選択肢ひとつに☑し、①の場合は⾦額の記⼊をお願いします） 
 
 ① 標準単価として１時間当たり      円を設定 

（⾃由記述欄２に回答をお願いします） 
 ② アドバイザー活⽤実績が無く、標準単価は未設定。 
 ③ その他（下の⾃由記述欄１．２に回答をお願いします）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問１２ アドバイザーの活⽤状況  

アドバイザーの活⽤状況についてお伺いします。令和 3 年度及び令和４年度 7 ⽉末時点におい
て、貴協議会管内の活動組織及び貴協議会がアドバイザーを活⽤したケースは何件ありますか。 
 
 

令和３年度 令和４年度（７⽉末時点） 

活動組織 件 件

貴協議会 件 件

※「活動組織」及び貴「協議会」がアドバイザー制度を活⽤して指導や助⾔を受けた際にアドバイザー
から貴協議会に提出された指導・助⾔内容報告書（様式第４号）のご提供をお願いします。（公表等は致
しません。）ご提出⽅法︓（公財）⽇本⽣態系協会まで E メール（shinrin-quest@ecosys.or.jp）また
は返信⽤封筒にてお送りください。 
 
 
 

⾃由記述欄 1 「③その他」にご回答の場合は、具体的な報酬などについて教えてください 
 

⾃由記述欄２ 「①」「③」にご回答の場合は、単価設定の考え⽅・根拠について教えてくださ
い 
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問１３ アドバイザーに今後希望する指導・助⾔内容  
今後、貴協議会がアドバイスを受けたい指導・助⾔（講習会等の講師を含む）の分野を教えてく

ださい。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 

分野  ① 森林施業（⽬標設定やモニタリング調査等も含む） 
 ② 侵⼊⽵の伐採・除去・利活⽤（⽬標設定やモニタリング調査等も含む） 
 ③ 森林資源の活⽤（⽊質バイオマス・炭焼き・しいたけ原⽊等） 

（⽬標設定やモニタリング調査も含む） 
 ④ 森林⽣態、植⽣（希少植物の保護を含む） 
 ⑤ 他地域との交流・連携（活動内容の調整、交流・環境の整備等） 
 ⑥ 組織づくり（資⾦調達、企業連携、CSR、情報発信等） 
 ⑦ 安全対策、安全管理、応急処置 
 ⑧ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
問１４ アドバイザー制度に関するご意⾒  

アドバイザー制度活⽤の際に貴協議会内や活動組織から寄せられた「アドバイザー制度における
課題」などの意⾒がありましたら教えてください。（⾃由記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「⑧その他」にご回答の場合は、具体的な希望内容について教えてください 
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３．本交付⾦の申請から報告作業までの状況についてお伺いします。 
問１５ 交付⾦申請の募集回数  

令和４年度の本交付⾦事業の申請団体募集における、貴協議会が実施する本交付⾦の募集回数を
教えてください。なお、締め切りを定めていない場合は、「⑤随時募集」にご回答ください。（当て
はまる選択肢ひとつに☑） 

 

 ① １回     ② ２回    ③ ３回    ④ ４回   ⑤ 随時募集 

 

問１６ 募集期間  
 令和４年度の本交付⾦事業の申請団体募集における、貴協議会が募集を⾏った期間（募集開始⽇
から応募締切⽇）を教えてください。なお、チラシ等を郵送した場合は、発送⽇をもって募集開始
⽇としてください。 
 

令和（     ）年（     ）⽉（     ）⽇  〜 
令和（     ）年（     ）⽉（     ）⽇ 

募集期間︓（          ）箇⽉ ※おおよその期間をご記⼊ください 

 

問１７ 説明会の実施回数、実施箇所数  
 令和 4 年度の本交付⾦事業の申請団体募集における、貴協議会が実施した説明会の回数と、市町
村単位での説明会の実施箇所数について教えてください。 
 

実施回数 実施箇所数（市区町村単位） 

回 市区町村 
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問１８ 申請団体を増やすための取組  
 令和４年度の本交付⾦事業の申請団体募集における、申請団体数を増やすため⼜は申請団体が応
募しやすくするために貴協議会が⾏っている取組について教えてください。（当てはまる選択肢す
べてに☑） 
 
 ① 本交付⾦に関する説明会の開催 
 ② 都道府県と協⼒・連携した周知・指導 
 ③ 市町村と協⼒・連携した周知・指導 
 ④ 林野庁作成資料の公開・配布 
 ⑤ 申請書類作成に当たっての独⾃の Q&A の作成・公開・配布 
 ⑥ 申請書類記⼊例の作成・公開・配布 
 ⑦ 申請書類作成を指導・⽀援する別団体の紹介・斡旋 
 ⑧ 過年度との変更点をまとめた資料の作成・公開・配布 
 ⑨ 独⾃の募集⽤チラシ・パンフレットの作成・公開・配布 
 ⑩ web サイトでの申請書類の公開 
 ⑪ モニタリング調査に関する説明会・講習会の開催 
 ⑫ モニタリング調査のための⼿引き等の資料の作成・公開・配布 
 ⑬ 安全講習の講師・指導者の紹介・斡旋 
 ⑭ 森林ボランティア活動⽤の保険の斡旋・宣伝 
 ⑮ 対象地の⾯積算定の⽀援 
 ⑯ 森林所有者との調整の⽀援 
 ⑰ 活動対象森林の確保の⽀援 
 ⑱ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑲ 特に⾏っていない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「⑱その他」にご回答の場合は、具体的な取組内容について教えてください 
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問１９ 申請書や実施状況報告書等の作成に関する⽀援 
 令和４年度の申請書や令和３年度末における実施状況報告書等の関連書類の円滑な提出のため
に、貴協議会が⾏った具体的な⽀援の内容について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに
☑） 
 
 ① 書類作成のための説明会の開催 
 ② 書類作成に当たっての協議会独⾃の Q&A の作成・公開・配布 
 ③ 書類記⼊例の作成・公開・配布 
 ④ 書類作成を指導・⽀援する別団体の紹介・斡旋 
 ⑤ 貴協議会事務所にて相談が可能な旨の連絡・周知 
 ⑥ 書類作成状況についての事前確認の実施（定期的に活動記録が取られているか等） 
 ⑦ 安全対策に関する資料の作成・公開・配布※ 
 ⑧ モニタリング調査に関する資料の作成・公開・配布※ 
 ⑨ 提出物に関するリストの作成・公開・配布 
 ⑩ 上記以外の書類の独⾃様式の作成・公開・配布 
 ⑪ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします）

 
 
 
 
 
 
 
 
※⑦安全対策、⑧モニタリング調査に関する独⾃資料を作成している場合は、差⽀えなければアンケー
トと⼀緒に（公財）⽇本⽣態系協会まで E メール（shinrin-quest@eosys.or.jp）⼜は返信⽤封筒に
てお送りいただけますと幸いです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「⑪その他」にご回答の場合は、具体的な⽀援内容について教えてください 
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問２０ 活動組織の申請に対する指導・修正内容 
 令和４年度において、活動組織に対して貴協議会が実施した、申請段階における指導・修正の内容に
ついて教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
 ① 申請書類の記載漏れ、記載ミスがあった 
 ② 交付⾦対象外の活動が申請されていた 
 ③ 適切な計画図（森林計画図や縮尺 1/5,000 以上の図⾯）が準備されていなかった 
 ④ ⾯積の要件（0.1ha 以上）が満たされていなかった 
 ⑤ ⾯積の算定が適切かどうかわからなかった 
 ⑥ 活動対象地に関する協定書が適切な内容ではなかった 
 ⑦ 森林経営計画の対象地が含まれていた 
 ⑧ 交付⾦の使途に適切ではない内容があった 
 ⑨ 添付された写真では対象森林の現況を把握することが困難であった 
 ⑩ 活動スケジュールが適切ではなかった 
 ⑪ 安全のために着⽤する装備が⼗分ではなかった 
 ⑫ 保険に未加⼊ないしは、補償内容が不⼗分だった 
 ⑬ 安全講習の内容が適切ではなかった 
 ⑭ モニタリング調査の内容が適切ではなかった 
 ⑮ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑯ 特に⾏っていない

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「⑮その他」にご回答の場合は、具体的な指導・修正内容について教えてください 
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問２１ 申請書や実施状況報告書等の作成で⽣じた課題 
 令和４年度の申請書や令和３年度末における実施状況報告書等の書類作成において、貴協議会で
どのような問題や課題が⽣じたかを教えてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問２２ 活動段階における相談事項 
 令和３年度及び令和４年度において、交付⾦の採択決定以降、実績報告書提出前の段階で活動組
織が実際に活動を⾏うに当たり、貴協議会が受けた相談内容について教えてください。（当てはま
る選択肢すべてに☑） 
 
 ① 作業を⾏う⼈数を確保できない 
 ② 作業を⾏う際に必要な資機材を⽤意できない 
 ③ 活動記録や⾦銭出納簿等、必要な事務書類の書き⽅がわからない 
 ④ 活動記録上、必要な写真の撮り忘れがあった 
 ⑤ 作業中に参加者にけが⼈がでた 
 ⑥ 活動対象地で⾃然災害による被害が⽣じた 
 ⑦ 活動対象地で⿃獣による被害が⽣じた 
 ⑧ 作業により周辺に物損事故があった（電線へのかかり⽊等） 
 ⑨ モニタリング調査について 
 ⑩ 具体的な購⼊可能な資機材について 
 ⑪ 活動参加者の募集について 
 ⑫ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑬ 特に相談は受けていない 

 
 
 
 
 
 

「⑫その他」にご回答の場合は、具体的な相談内容について教えてください 
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問２３ 現地調査の際の確認事項及び助⾔事項  
 令和３年度及び令和４年度において、現地調査（現地視察）の際に⾏った確認や助⾔について教
えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
 ① 作業の実施状況の確認 
 ② 作業⽅法についての助⾔・相談対応 
 ③ 作業時の安全対策の実施状況の確認 
 ④ 作業時の安全対策についての助⾔・相談対応 
 ⑤ 活動対象地の森林状態の確認 
 ⑥ 活動対象地の位置・⾯積・境界の確認（図⾯との照合等） 
 ⑦ 本交付⾦で購⼊した資機材・物品の利⽤状況の確認 
 ⑧ モニタリング調査の調査区（標準地）の設定状況の確認 
 ⑨ モニタリング調査についての助⾔・相談対応 
 ⑩ モニタリング調査の調査結果の妥当性の確認 
 ⑪ 活動記録や⾦銭出納簿等の事務書類の記録状況の確認 
 ⑫ 事務書類の作成について助⾔・相談対応 
 ⑬ 活動対象地周辺への影響の有無の確認 
 ⑭ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑮ 特に確認していることはない 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「⑭その他」にご回答の場合は、具体的な取組内容について教えてください 
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問２４ 説明会、講習会等の実施 
 貴協議会が、本交付⾦の活動を円滑に進めるために、令和３年度及び令和４年度に実施した説明
会や講習会等がありましたら教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
 ① 申請書類の作成 
 ② 交付⾦対象として採択された後の書類作成（実施状況報告書等） 
 ③ 動⼒付き機械（チェンソー・刈払機等）の利⽤⽅法、技能習得 
 ④ 森林内での活動についての安全対策（動⼒付き機械の利⽤以外。熱中症予防等） 
 ⑤ 森林整備の⼿法（施業⽅法の考え⽅・かかり⽊の処理・⼤径⽊の伐採⽅法等） 
 ⑥ 活動事例発表、実際に活動を⾏っている団体の現地視察会等 
 ⑦ モニタリング調査について 
 ⑧ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑨ 特に実施していない 

 
 
 
 
 
 
問２５ 活動組織の協⼒関係の促進に向けた⽀援・取組 
 令和３年度及び令和４年度に、貴協議会が、活動組織の連携や協⼒関係を促進させるために⾏ってい
る取組、⽀援策について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
※貴協議会の所轄管内以外の団体との連携や協⼒を⾏う場合も含めてご回答ください。 
 
 ① 活動事例発表会等の開催 
 ② 現地⾒学会の開催 
 ③ 研修会の実施 
 ④ 活動組織間の交流会（上記①発表会②現地⾒学会③研修会を除く）の実施 
 ⑤ 活動事例集の発⾏ 
 ⑥ ホームページ、Facebook 等の SNS や掲⽰板サービス等による情報発信 
 ⑦ 他の活動組織が⾏うイベント情報、通信誌等の共有 
 ⑧ メーリングリストを活⽤した情報共有 
 ⑨ 活動組織間の連絡網の作成 
 ⑩ 活動組織間での協⼒（資機材の融通や⼈員確保等）の斡旋 
 ⑪ 市町村による活動組織や森林ボランティアの連携に向けた取組への協⼒ 
 ⑫ 地域外の活動組織や関係者に関する情報の提供 
 ⑬ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑭ 特に取組は⾏っていない 

 
 
 
 
 

「⑧その他」にご回答の場合は、具体的な内容について教えてください 
 
 
 
 

「⑬その他」にご回答の場合は、具体的な取組内容について教えてください 
 
 
 
 

16



17 
 

問２６ 活動の進展状況  
 貴協議会管内の活動組織の活動成果における全体的な傾向として、下記に⽰す各項⽬に関する進
捗状況について、貴協議会から⾒た印象を教えてください。（①〜⑩の項⽬それぞれに☑） 
  

⼗
分
取
組
が
進
ん
で
い
る 

あ
る
程
度
取
組
が
進
ん
で
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
取
組
が
進
ん
で
い
な
い 

取
組
が
進
ん
で
い
な
い 

よ
く
わ
か
ら
な
い 

① 森林管理を⾏う⼈材の育成       

② 関連する企業からの⽀援       

③ 活動を継続するための財源の確保       

④ 活動を⾏う上での安全性の確保       

⑤ 森林由来の資源利⽤の増加       

⑥ 森林整備による景観の改善       

⑦ 地域(集落)のコミュニティの活性化       

⑧ 森林・林業に関する理解の向上       

⑨ 関連する⼈や団体間の連携・協⼒       

⑩ 交付⾦終了後の活動組織の継続性       
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４．モニタリング調査に関する事についてお伺いします。 
問２７ モニタリング調査に対する課題の内容  

モニタリング調査について、令和３年度から令和４年度にかけて、貴協議会が直⾯した課題につ
いて教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 

 

 ① モニタリング調査の⽅法が妥当かどうか判断できない 

 ② 提案された独⾃調査が適切かどうか判断できない 

 ③ 承認されていない独⾃調査のみを実施する活動組織がある 

 ④ モニタリング調査の調査場所が適切かどうか判断できない 

 ⑤ 混み合っていない森林等、モニタリング調査のガイドラインで想定されていない状態の場

所を調査場所とする活動組織がある 

 ⑥ 初回調査の調査結果が適切かどうか判断できない 

 ⑦ 初回調査に不備があった際の対応⽅法がわからない 

 ⑧ 活動組織にモニタリング調査の⽅法を理解してもらうことが難しい 

 ⑨ 活動組織がモニタリング調査に必要な道具を準備することができない 

 ⑩ なぜモニタリング調査が必要なのか説明ができない 

 ⑪ 調査⽅法について助⾔や指導を⾏うことのできる協議会の担当者がいない 

 ⑫ 調査⽅法について助⾔や指導が可能な個⼈・団体に協⼒を仰ぐことができない 

 ⑬ 活動組織の決めた数値⽬標が妥当かどうか判断ができない 

 ⑭ 数値⽬標を決める際の前提となる「活動組織が実現可能な作業量」を評価できない 

 ⑮ 初回調査実施後に数値⽬標の達成が難しいと判明した活動組織への指導⽅法がわからない

 ⑯ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 

 ⑰ 特に課題と感じるようなことはない
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「⑯その他」にご回答の場合は、具体的な課題の内容について教えてください 
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問２８ モニタリング調査に関連する問い合わせの内容  
 令和３年度及び令和４年度において、活動組織がモニタリング調査を⾏うに当たり、貴協議会に
寄せられた問い合わせの内容について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
 ① どのような調査を⾏えばよいのかわからない 
 ② ⽬指す森林の状態を把握するのに適した調査⽅法がガイドラインに記載されていない 
 ③ 調査区（標準地）をどこに設定すればよいか分からない 
 ④ 数値⽬標をどのように決めればよいか分からない 
 ⑤ 数値⽬標をどれくらいに設定すればよいか分からない 
 ⑥ 初回調査をいつ⾏えばよいか分からない 
 ⑦ 年次調査をいつ⾏えばよいか分からない 
 ⑧ モニタリング結果報告書にどんな数値を書けばよいか分からない 
 ⑨ モニタリング結果報告書にどんな写真を添付すればよいか分からない 
 ⑩ モニタリングの調査⽅法の変更をどのようにすればよいか分からない 
 ⑪ モニタリングの数値⽬標の変更をどのようにすればよいか分からない 
 ⑫ モニタリングの調査区（標準地）の変更をどのようにすればよいか分からない 
 ⑬ 積雪や災害被害等で、モニタリング調査を実施できない 
 ⑭ モニタリング調査の結果が悪く、数値⽬標を達成できる⾒込みがない 
 ⑮ 独⾃の調査⽅法でモニタリングを実施したいが可能か 
 ⑯ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑰ 特にモニタリング調査について問い合わせはない

 
 
 
 
 
 
 
問２９ モニタリング調査に対する⽀援内容  
 令和３年度及び令和４年度において、活動組織がモニタリング調査を円滑に進めるために、貴協
議会が実施した⽀援の内容について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
 ① モニタリング調査の際に貴協議会の担当者も参加し、適宜助⾔を⾏う 
 ② モニタリング調査を実施する上で参考となる資料を独⾃に作成した 
 ③ モニタリング調査を実施する上で参考となる資料の紹介を⾏っている（独⾃作成除く） 
 ④ アドバイザーリストにあるアドバイザーの紹介を⾏う 
 ⑤ アドバイザーリストに掲載されていない個⼈や専⾨家の紹介を⾏う 
 ⑥ 本交付⾦を取得している活動組織で、モニタリング調査についての助⾔や⽀援が可能な団

体を紹介している 
 ⑦ 本交付⾦を取得していない団体で、モニタリング調査についての助⾔や⽀援が可能な団体

を紹介している 
 ⑧ モニタリング調査の実施⽅法に関する講習会・学習会を実施する 
 ⑨ その他（次項の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑩ 特に⽀援は⾏っていない 

 

 

「⑯その他」にご回答の場合は、具体的な問い合わせの内容について教えてください 
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問３０ 適切な調査⽅法や⽬標の考え⽅の周知  
令和３年度ののスキルアップ研修にて適切な調査⽅法の設定や⽬標の考え⽅を⽰し、また令和４年度

４⽉にモニタリング調査ガイドラインを改訂したところです。これらの活動組織への周知や働きかけに
ついて教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
 ① 改訂版のモニタリング調査ガイドラインを配布し、活動組織に個別に周知した。 
 ② 林野庁作成資料（研修資料）を配布し、活動組織に個別に周知した。 
 ③ 独⾃資料を作成・配布し、活動組織に個別に周知した。※ 
 ④ 説明会・講習会で周知した。 
 ⑤ Web サイトで関係資料を公開・配布した。 
 ⑥ ⽬標達成率が低位な活動組織に対し個別に指導し、改善を促した。 
 ⑦ ⽬標達成率が低位な団体は無く、個別に指導は⾏っていない。 
 ⑧ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします）

 
 
 
 
 
 
 
※③独⾃資料を作成している場合は、差⽀えなければアンケートと⼀緒に（公財）⽇本⽣態系協会まで
E メール（shinrin-quest@eosys.or.jp）⼜は返信⽤封筒にてお送りいただけますと幸いです 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「⑨その他」にご回答の場合は、具体的な取組内容について教えてください 
 
 
 
 

「⑧その他」にご回答の場合は、具体的な周知や働きかけについて教えてください 
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問３１ 独⾃のモニタリング調査⽅法を⾏っている活動組織  
モニタリング調査のガイドラインの中では代表的な調査⽅法を紹介しています。⼀⽅、それぞれ

の活動成果の評価は、活動内容や状況等により様々な⽅法が考えられます。本ガイドラインの中で
は、それぞれの状況にあった多様な評価⽅法を適宜紹介することで、より主体的なモニタリング調
査の実施を促すことにつなげていくことも必要と考えます。 
 そこで、貴協議会が承認した独⾃調査⽅法にてモニタリング調査を実施している活動組織がござ
いましたらご紹介ください。※複数組織ある場合や、記⼊欄が不⾜する場合は適宜別紙にご記⼊を
お願いします。（様式は問いません。） 
 
活動組織名  
活動タイプ  ① 地球環境保全タイプ「⾥⼭林保全」 

 ② 地球環境保全タイプ「侵⼊⽵除去、⽵林整備」 
 ③ 森林資源利⽤タイプ 
 ④ 森林機能強化タイプ 
 ⑤ 関係⼈⼝創出・維持タイプ 

⽬標  

モニタリング
調査⽅法 
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５．安全対策や森林施業技術向上の取組についてお伺いします。 
問３２ 安全対策の推進のための取組内容  
 令和３年度と令和４年度において、貴協議会が所轄管内での活動組織の安全対策を推進するため
に、活動組織に対して⾏っている取組について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
 ① 安全講習会の実施（地域協議会｟事務局団体を含む｠が主催あるいは共催するもの） 
 ② 他団体（⾃治体等）が主催する安全講習会への参加呼びかけや案内の送付 
 ③ 安全装備購⼊等の安全対策に交付⾦を利⽤するように指導 
 ④ 保険加⼊の斡旋 
 ⑤ 安全対策の不備が⾒つかった場合の事情確認  
 ⑥ 安全マニュアルの配布・紹介（※独⾃に作成したものでなくても構いません） 
 ⑦ 記録写真による活動組織の安全対策の実施状況の確認と指導 
 ⑧ 現地確認の際の活動組織の安全対策の実施状況の確認と指導 
 ⑨ 事故情報に関する周知等の安全に関する注意喚起 
 ⑩ 専⾨家や講師の派遣（アドバイザー含む） 
 ⑪ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑫ 特に取組は実施していない 

 
 
 
 
 
 
 
問３３ 安全対策や森林施業技術向上講習の課題  

活動組織が安全講習や森林施業技術向上のための講習を進めていく上で、貴協議会が課題と感じ
ることについて教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 

 
  ① 講師の予定者が、講師として適任であるか判断がつかない場合がある 
  ② 参加者の⼈数に対して講師の数が少ない 
  ③ 講習⽇の⽇程調整が難しい 
  ④ 外部講師の所在地が、活動組織の所在地と離れていて認めてよいかわからない 
  ⑤ 活動組織が具体的に何を学ぼうとしているのかわからない 
  ⑥ 活動組織（内部講師）が提案した講習内容が、適切な内容ではない 
  ⑦ 活動組織（内部講師）で独⾃に⾏う講習が、適切な内容であるかわからない 
  ⑧ どのような条件を満たせば、講習の義務を果たせるのか判断がつかない場合がある 
  ⑨ 活動組織の活動対象地が講習に適した場所ではない場合がある 
  ⑩ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
  ⑪ 特に課題と感じるようなことはない

 
 
 
 

「⑪その他」にご回答の場合は、具体的な取組内容について教えてください 
 
 

「⑩その他」にご回答の場合は、具体的な課題について教えてください 
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問３４ 安全講習や森林施業技術向上の講習を促進するための⽀援  
 令和３年度及び令和４年度において、活動組織の安全講習や森林施業技術向上のための講習が円
滑に実施されるために、貴協議会が⾏っている⽀援について教えてください。（当てはまる選択肢
すべてに☑）また、安全対策を推進する上での課題があれば⾃由記述欄２にご回答をお願いします。 
 
 ① 講師の紹介・斡旋 
 ② 講習内容の指導 
 ③ 講習に役⽴つマニュアル等の資料の配布・紹介 
 ④ 活動組織内の講師候補向けの安全講習の実施 
 ⑤ 活動組織内の講師候補向けの、他の活動組織の安全講習の紹介、参加の呼びかけ 
 ⑥ 協議会主催の安全講習会の実施 
 ⑦ 都道府県が実施する安全講習の紹介 
 ⑧ 市区町村が実施する安全講習の紹介 
 ⑨ 関係機関が実施する安全講習の紹介 
 ⑩ その他（下の⾃由記述欄 1 に回答をお願いします） 
 ⑪ 特に⽀援は⾏っていない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾃由記述欄１「⑩その他」にご回答の場合は、具体的な⽀援内容について教えてください 
 

⾃由記述欄 2 安全対策を推進する上での課題があれば教えてください 
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６．活動組織へのフォローアップなどについてお伺いします。 
問３５ 本交付⾦以外に活動組織が活⽤できる助成制度の有無  
 貴協議会の本交付⾦以外に活動組織が活⽤できる助成制度の有無について教えてください。 
（当てはまる選択肢ひとつに☑） 
 
 ① ある 
 ② なし 
※制度の名称について教えてください。 
■本交付⾦と重複して交付が受けられるもの 
（                              ） 
■本交付⾦と重複して交付が受けられないもの 
（                            ） 

 
問３６ 本交付⾦以外に活動組織が活⽤できる助成制度の周知  
 本交付⾦以外に活動組織が活⽤できる助成制度の発信や案内について教えてください。 
（当てはまる選択肢ひとつに〇） 
 
 ① 積極的に発信している 
 ② 問い合わせがあれば案内している 
 ③ 特に発信や案内はしていない 

 

問３７ 本交付⾦終了後の団体の状況の把握状況  
 本交付⾦の活動を終了した活動組織のうち、貴協議会がその後の活動状況について把握している
組織がどの程度あるか教えてください。（当てはまる選択肢ひとつに☑） 
 
 ① 交付⾦活動終了後の活動組織のほとんどについて活動状況を把握している 
 ② 交付⾦活動終了後の活動組織の半数程度について活動状況を把握している 
 ③ 交付⾦活動終了後の活動組織のうち⼀部について活動状況を把握している 
 ④ 交付⾦活動終了後の活動組織の活動状況はほとんど把握していない 
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問３８ 交付⾦活動の終了後の活動組織への⽀援内容  
 本交付⾦の活動を終了する活動組織に対して、活動を継続するための⽀援を貴協議会が⾏ってい
ましたら具体的な内容について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに☑） 
 
① 本交付⾦以外の活⽤可能な補助制度の紹介 
② 林産物の販売収⼊に関する情報の提供 
③ 活動の⾃⽴に向けた協⼒団体の紹介 
④ 過去に⾃⽴化に成功した活動団体の事例の紹介 
⑤ 該当団体の web サイトへのリンクを地域協議会の web サイトに掲載 
⑥ 講習会の紹介 
⑦ 各種相談の受付 
⑧ その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
⑨ 特に⽀援は⾏っていない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「⑥その他」にご回答の場合は、具体的な取組内容について教えてください 
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７．他の協議会と共有したいこと、国へのご意⾒、要望についてお伺いします。 
問３９ 他の協議会と共有したいことについて 
 本交付⾦に関連して、他の協議会と共有したい、聞いてみたいことなどがございましたら教えて
ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問４０ 国に対するご意⾒、ご要望 
 本交付⾦に関連して、困っていることや国に対して要望することなどがございましたら教えてく
ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アンケートは以上です。ご協⼒ありがとうございました。 
記⼊いただいた調査票は、返信⽤封筒で令和４年９⽉９⽇（⾦）までにご投函いただくか、E メー
ルで shinrin-quest@ecosys.or.jp までお送りください。 
※以下の資料を返信⽤封筒⼜は、E メールでお送りください。無断で公表等はいたしません。 
【貴協議会⼜は活動組織がアドバイザーを利⽤された場合（必須）】 
 ・アドバイザーから提出された指導・助⾔内容報告書（様式第４号） 
【ご提供いただける場合（任意）】 
 ・アドバイザー制度に関する独⾃資料 
 ・安全対策に関する独⾃資料 
 ・モニタリング調査に関する独⾃資料 
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団体名、団体所在地、アンケート記⼊者名、連絡先をご記⼊ください。 

団体名  

団体所在地 
（市町村まで） 

 
都・道・府・県      市・区・町・村 

アンケート記⼊者名  

アンケート記⼊者の 
連絡先 

電話番号 

E メールアドレス 

 
 

■このアンケート調査は、林野庁が実施する「森林・⼭村多⾯的機能発揮対策事業」を活⽤
して森林づくりや地域活性化に取り組む団体（活動組織）の皆様を対象に、各種の活動状
況や活動計画の内容をお尋ねし、回答の集計結果を今後の施策の企画・⽴案への活⽤や、
森林づくり・地域活性化に取り組む関係者の皆様の参考にしていただくことを⽬的として
います。ご多忙のところ誠に恐れ⼊りますが、アンケート調査へのご協⼒をお願いいたし
ます。 

■アンケート調査票は、貴団体の森林づくり・地域活性化の取組の全体像を把握されている
団体の代表者様、ご担当者様等がご記⼊くださいますようお願いいたします。 

■皆様からのご回答は、本調査の⽬的以外に使⽤することはありません。 
■選択式の質問では、当てはまる選択肢の回答欄（）にチェック（）をお願いします。 
■ご記⼊後、令和 4 年 ９ ⽉ ９ ⽇（⾦）までに同封の返信⽤封筒または E メールにて、
アンケート調査票をご返送いただくようお願いします。 

■ご不明な点がございましたら、下記のお問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。 
■アンケート調査票は、本紙を含め全１９ページです。質問数は全３３問です。 

  
 

＜調査委託元＞ 
 林野庁 
＜お問い合わせ及びご回答の送付先＞ 

公益財団法⼈ ⽇本⽣態系協会（担当︓⼩川、井上、⻲⽥） 
住 所︓〒171-0021 東京都豊島区⻄池袋2-30-20 ⾳⽻ビル 
電 話︓03-5951-0244 
E メール︓shinrin-quest@ecosys.or.jp 
  

森林・山村多面的機能発揮対策に係る活動状況についてのアンケート 
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１. 貴団体の活動内容についてお伺いします。 
問１ 活動組織の形態  

貴団体の形態について教えてください。（当てはまる選択肢１つだけに） 
 
 ①任意団体(⾃治会・サークル・親睦会等の法⼈格のない団体。⾃伐林家を除く) 
 ②財団法⼈・社団法⼈   ③NPO 法⼈         ④森林組合 
 ⑤企業          ⑥学校・幼稚園・保育所  ⑦⾃伐林家 
 ⑧その他 

 
 
問２ 交付⾦のタイプ 
 貴団体が本年度（令和４年度）及び令和２年度、令和３年度に取得している本交付⾦の内容、活
動タイプを教えてください。（当てはまる選択肢すべてに） 
 

 A) 令和 2 年度 B) 令和 3 年度 C) 令和 4 年度

① 活動推進費（初年度のみ）    

② 地域環境保全タイプ 
⾥⼭林保全活動    

③ 地域環境保全タイプ 
侵⼊⽵除去、⽵林整備活動    

④ 森林資源利⽤タイプ    

⑤ 森林機能強化タイプ    

⑥ 関係⼈⼝創出・維持タイプ ※ −   

⑦ 機材及び資材の整備    

⑧ 本交付⾦を取得していない 
(しない予定である）    

 
※「関係⼈⼝創出・維持タイプ」を取得している場合は問３へ、取得していない場合は問５へ移動
してください。 
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２. 関係人口・創出維持タイプについてお伺いします。 
問３ 地域外関係者の属性 

関係⼈⼝創出・維持タイプの交付⾦を取得した活動組織のみに質問します。 
 関係⼈⼝創出・維持タイプの交付⾦を活⽤してどのようなご所属の地域外関係者と活動をしたか
（する予定も含む）教えてください。（当てはまる選択肢すべてに） 
 ①個⼈ 
 ②任意団体（⾃治会・サークル・親睦会等の法⼈格のない団体） 
 ③公益法⼈（財団法⼈・社団法⼈） 
 ④NPO 法⼈ 
 ⑤森林組合 
 ⑥森林組合以外の林業関係団体（活動組織など） 
 ⑦企業 
 ⑧学校関係（幼稚園・保育所・⼩学校・中学校・⾼等学校・専⾨学校・⼤学など） 
 ⑨その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします）

 
「⑨その他」にご回答の場合には、どのようなご所属が教えてください 

 
 
 
 
 
 
問４ 関係⼈⼝創出・維持タイプの交付⾦活⽤の効果 

関係⼈⼝創出・維持タイプの交付⾦を取得した活動組織のみに質問します。 
関係⼈⼝創出・維持タイプの交付⾦を活⽤した効果について教えてください。（当てはまる選択

肢すべてに） 
 
 ①積極的に地域外関係者と交流するきっかけとなった 
 ②地域外関係者が継続的に活動に参加するようになった 
 ③地域外関係者が組織の⼀員として新たに加⼊した 
 ④地域外関係者が活動に参加することにより作業がはかどった 
 ⑤活動に参加した地域外関係者による SNS などの発信で反響があった 
 ⑥（間接的にでも）地域が活性化した（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑦これから活動するのでまだわからない 
 ⑧その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします）

 
「⑥（間接的にでも）地域が活性化した」、「⑦その他」にご回答の場合には、活性化した内容や効

果について教えてください 
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問５ 関係⼈⼝創出・維持タイプの交付⾦を取得しなかった理由  
関係⼈⼝創出・維持タイプの交付⾦を取得しなかった団体にお伺いします。 
取得しなかった理由を教えてください。（当てはまる選択肢すべてに） 

 
 ①採択申請書作成時点で地域外関係者の相⼿先の確保が難しかったから 
 ②活動組織内のメンバーのみで活動したかったから 
 ③地域外関係者受⼊の際、安全確保が難しいと感じたから 
 ④地域外関係者受⼊の際、道具等の確保ができないから 
 ⑤地域外関係者受⼊のための環境整備が難しいから 
 ⑥地域外関係者受⼊のための活動組織内部の意⾒調整に苦労したから 
 ⑦活動内容を誰にどのように広報すればよいかわからなかったから 
 ⑧地域外関係者の対応に係る作業負担に対応できないから 
 ⑨地域外関係者を受け⼊れたが、⼈数要件に満たなかったから 
 ⑩「関係⼈⼝創出・維持タイプ」の交付⾦の存在を知らなかったから 
 ⑪その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします）

 
⑪「その他」にご回答の場合には、取得しなかった理由を教えてください 

 
 
 
 
 
 
 
3. 貴団体の活動実績についてお伺いします。 
問６ 活動対象地となる森林  
 貴団体が本交付⾦を⽤いた活動を⾏っている森林について教えてください。（現在の状態をご回
答ください）（当てはまる選択肢すべてに） 
 
 ①針葉樹林       ②広葉樹林       ③針広混交林 
 ④⽵林         ⑤その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 

 
「⑤その他」にご回答の場合には、活動対象地の森林の状態について教えてください 
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問７ 活動の⽬的  
 貴団体が本交付⾦を⽤いて⾏う活動の⽬的を教えてください。（当てはまる選択肢すべてに） 
 
 ①景観を良くしたい 
 ②地域コミュニティの維持・活性化をしたい 
 ③地球温暖化防⽌に貢献したい（⼤気中の CO２ を減らしたい） 
 ④地域の⽣物多様性を守りたい 
 ⑤森林から得られる森林資源を活⽤したい 
 ⑥対象となる森林での⿃獣被害を軽減したい 
 ⑦対象となる森林周辺の農地等における⿃獣被害を軽減したい 
 ⑧森林の近くの道路を安⼼して通れるようにしたい 
 ⑨森林が有する⽔源涵養機能を守りたい 
 ⑩森林で⼟砂災害等の災害が発⽣しないようにしたい 
 ⑪道路、住宅、農地等への樹⽊や⽵の倒伏・侵⼊の被害を防ぎたい 
 ⑫活動に関係する⼈々の間の交流を深めたい 
 ⑬森林を利⽤した教育活動や⾃然体験活動を⾏いたい 
 ⑭森林に関連する雇⽤を⽣み出したい 
 ⑮森林に関わる取組と農業との連携を進めたい（肥料づくり等） 
 ⑯その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑰特に⽬標とすることはない 

 
「⑯その他」にご回答の場合には、⽬的とする具体的な内容について教えてください 
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問８－１ 活動を⾏う上で苦労した点・その解決⽅法  
 本交付⾦を⽤いた活動に関連して、活動（モニタリング調査を除く）を⾏う上で苦労したこと
を教えてください。（当てはまる選択肢すべてに） 
 
【⼈材に関すること】 
 ①新たな活動参加者の確保 
 ②既存の活動参加者の活動継続 
 ③活動の指導者・リーダーの確保 
 ④活動組織の運営や活動計画づくりが

できるスタッフの確保 
 ⑤活動協⼒企業・団体の確保 
【技術⾯に関すること】 
 ⑥活動参加者の現場での活動能⼒向上 
 ⑦林業資機材・設備を使⽤するための 

安全知識・技術の習得 
 ⑧モニタリング調査 
 ⑨交付⾦事務⼿続き資料の作成 

（活動記録簿等） 
【機材に関すること】 
 ⑩活動に必要な林業資機材・設備の 

確保 
 ⑪活動のための安全装備の確保 
 ⑫休憩施設の設置場所や資機材の保管

場所の確保 
【情報に関すること】 
 ⑬活動の対外的な PR やイベントの 

周知 
 ⑭森林所有者や地域住⺠、地域の森林

組合等の理解 
 ⑮活動に必要な情報の⼊⼿（森林簿、

施業⽅法等） 

【資⾦に関すること】 
 ⑯活動メンバーからの会費の徴収 
 ⑰寄附・クラウドファンディング等による資

⾦調達 
 ⑱⽊材・林産物⽣産、オリジナルグッズ等の販売 
 ⑲本交付⾦以外の助成⾦・補助⾦事業の活⽤  
 ⑳作業受託による資⾦確保 
【その他】 
 ㉑活動資⾦を使うにあたっての会計処理 
 ㉒作業中・活動中の病⼈・けが⼈の発⽣ 
 ㉓クマ、ヘビ、ハチ、マダニ等の有害⽣物対策 
 ㉔安全対策の徹底 
 ㉕対象地におけるシカやイノシシ等による獣害 
 ㉖森林所有者の確認・境界確定に関する現地 

調査   
 ㉗台⾵、豪⾬、強⾵等による森林の被害 
 ㉘新型コロナウィルス感染症への対応 
 ㉙その他（上記の項⽬以外で苦労したことを 

下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 

「㉙その他」にご回答の場合には、苦労されたことを具体的に教えてください 
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問８－２ 活動を⾏う上で苦労した点・その解決⽅法  
またその苦労したことをどのように解決したのかを教えてください。（以下、⾃由記述欄へ記⼊） 

 
 
 
 
 
 
 
 
問 9 他団体からの協⼒  
 貴団体が本交付⾦を⽤いて活動を⾏うに当たり、⽀援を受けている、または協働している地⽅
公共団体や団体・専⾨家、及び⽀援・協働の内容について教えてください。（アドバイザーを含
む）（当てはまる選択肢すべてにチェック） 
 
 
 

⽀援を受けた 
または協働した 

内容 
 
 
 

 協⼒団体 

Ａ 

書
類
作
成 

Ｂ 
森
林
内
で
の
活
動
︵
助
⾔)

Ｃ 

安
全
講
習 

Ｄ 

資
機
材
の
貸
与 

Ｅ 

広
報
活
動 

Ｆ 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査 

Ｇ 

そ
の
他 ⾃

由
記
述
欄
に
も
回
答 

Ｈ 

特
に
協
⼒
関
係
は
な
い 

① 都道府県         
② 市町村         
③ 地域の森林組合等の林業

関係団体         

④ NPO・森林ボランティア
団体         

⑤ ⼤学や研究機関（研究者）         
⑥ その他        

 
「Ｇ その他」にご回答の場合には、具体的な⽀援内容について教えてください 

 
 
 

「⑥その他」にご回答の場合には、具体的な協⼒団体について教えてください 
※例︓森林管理局、森林管理署、学校、企業等 
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問１０ 持続的な活動に向けた取組 
 貴団体が、本交付⾦終了後も持続的に活動していくために取り組んでいることについて教えてく
ださい。（以下、⾃由記述欄へ記⼊） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 貴団体の人材に関してお伺いします。 
問１１ 活動⽇１⽇当たりの参加⼈数（年齢別）  
 令和３年度及び令和４年度の貴団体が交付⾦を⽤いて⾏う活動について、“活動⽇１⽇当たり”
で実際に活動に参加されているおおよその平均参加⼈数（⾒込含む）を年齢層別に教えてくださ
い。（①〜⑤の年齢層ごとに当てはまる選択肢１つだけにチェック） 
 

⼈数 
年齢 参加なし １〜５⼈ 6〜10 ⼈ 11〜20 ⼈ 21 ⼈以上 

① 20 歳未満     

② 20〜39 歳     

③ 40〜59 歳     

④ 60〜69 歳     

⑤ 70 歳以上     

 
 
問１２ 新規メンバーの募集状況  
 運営スタッフと活動参加者を含めての新規メンバーの募集意向について教えてください。（当て
はまる選択肢１つだけに） 
 
  ①新規メンバーを募集しており、確保まで結びついている 
  ②新規メンバーを募集しているが、確保までは結びついていない 
  ③新規メンバーを募集していない （下の⾃由記述欄に回答をお願いします）→問 14 へ 

 
「③新規メンバーを募集していない」にご回答の場合は、その理由を教えてください 
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問１３ 新規メンバー確保の有無、メンバー新規募集の意向 
 問 12 で①、②と回答された活動組織に質問します。運営スタッフと活動参加者を含めての新
規メンバーが必要な理由について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに） 
 
 ①活動の後継者がいないから 
 ②活動の幅を広げるために⼈⼿が必要だから 
 ③活動に必要な技術や経験・スキル等を持ったメンバーがいないから 
 ④メンバーの年齢層に偏りがあり、幅広い世代が活動に参画してほしいから 
 ⑤地域の住⺠に参画してほしいから 
 ⑥地域外の⼈に参画してほしいから 
 ⑦その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします）

 
「⑦その他」にご回答の場合は、具体的に新規メンバーが必要な理由を教えてください 

 
 
 
 
 
 

５．義務講習の内容 
問１４ 義務講習の内容  

本交付⾦では、安全講習や森林施業技術の向上のための講習を実施することが義務付けられて
います。令和３年度及び令和４年度に実施（予定含む）した講習について教えてください。 

（当てはまる選択肢１つだけに） 
 
 ①主に安全講習を実施した 
 ②主に森林施業技術の向上のための講習を実施した 
 ③どちらも実施した 
 

問１５ 義務講習の実施内容  
令和３年度及び令和４年度に実施（予定含む）した、安全講習や森林施業技術の向上のための

講習の内容について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに） 
 
 ①安全装備の着⽤及び安全装備が必要な理由 
 ②動⼒付き機械（チェ－ンソー・刈払機等）の使⽤⽅法 
 ③動⼒付き機械（チェーンソー・刈払機等）の点検・メンテナンス⽅法 
 ④⼿⼯具（ノコギリ・ナタ・カマ等）の使⽤⽅法 
 ⑤⼿⼯具（ノコギリ・ナタ・カマ等）の点検・メンテナンス⽅法 
 ⑥樹⽊の伐倒時の安全対策 
 ⑦樹⽊の運搬時の安全対策 
 ⑧森林内の危険⽣物（クマ・イノシシ・ハチ・ヘビ・ツタウルシ等）対策 
 ⑨急病や負傷時の応急措置（⾃動体外式除細動器（ＡＥＤ）の使い⽅を含む） 
 ⑩ヒヤリ・ハット事例の共有 
 ⑪熱中症対策 
 ⑫講習の内容は現時点では未定 
 ⑬その他（次ページの⾃由記述欄に回答をお願いします） 
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「⑬その他」にご回答の場合は、具体的な講習内容について教えてください 

 
 
 
 
 
 
問１６ 義務講習の実施⽅法 

令和３年度及び令和４年度に実施（予定含む）した、安全講習や森林施業技術の向上のための講
習の実施⽅法について教えてください。また、講習の実施に際し困っていることがあれば⾃由記述
欄２にご回答ください。（当てはまる選択肢すべてに） 

 
 ①地域協議会職員を講師として招き実施した 
 ②林業普及指導員を主とする都道府県庁職員を講師として招き実施した 
 ③地域協議会、都道府県庁職員以外の講師を招き実施した 
 ④活動組織メンバーのみで実施した 
 ⑤実施⽅法は現時点では未定 
 ⑥その他（下の⾃由記述欄 1 に回答をお願いします） 

 
⾃由記述欄１「⑥その他」にご回答の場合は、具体的な実施⽅法について教えてください 

 
 
 
 
 
 

⾃由記述欄２ 講習の実施に際し、困っていることがあれば教えてください 
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６． 貴団体の活動における資金に関してお伺いします。 
問１７ 活動資⾦の捻出⽅法 
 令和４年度における貴団体の、森林における活動を⾏うための本交付⾦以外の資⾦確保の⽅法
（⾒込含む）について教えてください。（当てはまる選択肢すべてに） 
 
  ①構成員からの会費 
  ②個⼈・企業からの寄付⾦ 
  ③募⾦（インターネット、振込、募⾦箱等を活⽤ ） 
  ④公益法⼈からの助成⾦（緑の募⾦、緑と⽔の森林ファンド等） 
  ⑤国からの交付⾦・助成⾦（本交付⾦は除く） 
  ⑥都道府県からの交付⾦・助成⾦（本交付⾦は除く） 
  ⑦市区町村からの交付⾦・助成⾦（本交付⾦は除く） 
  ⑧企業からの助成⾦ 
  ⑨⾃治会・町内会からの寄付等 
  ⑩森林から得られる⽣産物（薪、炭、⼭菜、キノコ等）の販売収益 
  ⑪⽊材を利⽤した製品等の販売収益 
  ⑫イベント・講習会の参加費 
  ⑬伐採や下草刈等の謝礼⾦や請負⾦などの他の収益事業からの収益 
  ⑭活動場所の所有者（森林所有者、地主等）からの⽀出 
  ⑮クラウドファンディングの活⽤ 
  ⑯特に資⾦源はない 
  ⑰来年度も本交付⾦を活⽤予定である 
  ⑱その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 

 
「⑱その他」にご回答の場合は、具体的な活動資⾦の捻出⽅法について教えてください 

 
 
 
 
 
問１８ 本交付⾦以外の交付⾦・助成⾦の活⽤ 
 問 17 で④〜⑧と回答された活動組織に質問します。本交付⾦以外で活⽤されている交付⾦・助
成⾦について、補助⾦・交付⾦制度の管理団体名と制度名を教えてください。 
 

記⼊例︓○○市役所○○課の○○補助⾦、○○株式会社の○○交付⾦ 
 
 
 
 
 
 

④〜⑧を回答した場合 
⇒問 18 へ移動してください 
④〜⑧以外を回答した場合 
⇒問 19 へ移動してください 
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7． 本交付金終了後の貴団体の活動についてお伺いします。 
問１９ 交付⾦終了後の活動の⾒通し 
 交付⾦終了後の活動予定について教えてください。（当てはまる選択肢１つだけに） 
 
 ①現在の活動場所や活動内容での活動を継続し、新たな活動場所や活動内容でも活動する予

定である 
 ②現在の活動場所や活動内容では活動しないが、新たな活動場所や活動内容で活動する予定

である 
 ③現在の活動場所や活動内容で活動を継続する予定である 
 ④活動を縮⼩する予定である 
 ⑤活動を終了する予定である 

 
 

8． 当交付金事業の申請・報告手続きに関してお伺いします。 
問２０ 当交付⾦の申請・報告⼿続きにあたって苦労したこと 
 当交付⾦の申請・報告⼿続きに当たって苦労したことについて教えてください。（当てはまる選
択肢すべてに） 
 
 【申請⼿続きに関すること】 
 ①活動計画書等の申請書類の作成が難しかった 
 ②活動対象地の⾯積の算定が難しかった 
 ③活動計画図の⽤意が難しかった 
 ④⼟地の境界が不明（所有者が不明等含む）でどこまで活動対象地にできるかわからなかった 
 ⑤活動組織の規約の作成が難しかった 
 ⑥名簿（参加同意書）に記載する参加者を集めることが難しかった 
 ⑦活動対象地の確保が難しかった（⼟地利⽤協定書の締結が困難等） 
 ⑧活動の候補地が、交付⾦の要件を満たしているかどうかの確認が難しかった 
 ⑨どのような保険に加⼊すればよいのかわからなかった 
 ⑩どのようなモニタリング調査を選べばよいのかわからなかった 
 ⑪希望する森林づくりの⽬的に適したモニタリング調査⽅法がガイドラインになかった 
 ⑫地元の市町村から有効性、妥当性の同意を得ることが難しかった 
 ⑬書類の量が多く作成に時間がかかった 
 ⑭森林所有者との調整が難しかった。 
 ⑮安全講習や森林施業技術の向上のための講習をどう実施するのか分らなかった、準備が⼤

変だった 
 ⑯特に苦労したことはない 
 ⑰その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 

  
「⑰その他」にご回答の場合は、具体的な苦労したことについて教えてください 
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【報告⼿続きに関すること】 
 ①必要な書類（添付書類含む）が何かわからなかった 
 ②領収書等必要な書類の整理・保管が難しかった 
 ③必要な写真を撮影するのに苦労した 
 ④フィルム式のカメラを使っているため、報告書様式に合わせて撮影範囲を決めるのが難し

かった 
 ⑤パソコンの利⽤⽅法がわからず（慣れておらず）、書類作成に苦労した 
 ⑥活動⽇数が多く、記述する内容や写真も多数で書類作成の負担が⼤きかった 
 ⑦作業写真整理帳等に掲載（利⽤）できる写真が少なかった 
 ⑧⾦銭出納簿等に記載する経費の計算が難しかった 
 ⑨本交付⾦の対象となるのかどうかの判断が難しい内容があった 
 ⑩年度末の書類をまとめる際に必要な記録を⼗分に取っていなかった 
 ⑪⼿続きに必要な書類作成に対応できる構成員が少なかった 
 ⑫作業が提出締切⽇近くまで続き、提出期限に間に合わせるのに苦労した 
 ⑬モニタリング調査等、必要な作業を必要書類作成時点で実施していなかった 
 ⑭特に苦労したことはなかった 
 ⑮その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 

「⑮その他」にご回答の場合は、具体的な苦労したことについて教えてください 
 
 
 
 
 
問２１ 当交付⾦の申請・報告⼿続きにあたって苦労したことの解決⽅法 
 本交付⾦の申請・報告⼿続きに当たって苦労したことの解決⽅法について教えてください。（当
てはまる選択肢すべてに） 
 
 ①地域協議会に相談した 
 ②都道府県（地⽅事務所などの出先機関を含む）に相談した 
 ③市町村に相談した 
 ④他の市⺠団体や活動組織に相談した 
 ⑤学識経験者やアドバイザーに相談した 
 ⑥⾃治会や町内会等の地縁団体、地域の住⺠に相談した 
 ⑦企業に相談した 
 ⑧森林組合に相談した 
 ⑨活動組織の構成員のみで解決した 
 ⑩本交付⾦に関する⼿引きやガイドライン等の解説資料を確認した 
 ⑪いまだ問題は解決できていない 
 ⑫その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 

「⑫その他」にご回答の場合は、具体的な解決⽅法について教えてください 

 

 

 

39



14 
 

９． 貴団体の活動における成果についてお伺いします。 
問２２ 交付⾦事業実施を通じた組織における変化（成果） 
 交付⾦事業実施を通じた組織における変化（成果）について、感想を教えてください。（変化ご
とに各 5 段階評価の 1 つだけに） 
 

 
５段階評価  

 
組織における変化 

１
．
⾮
常
に

そ
う
思
う 

２
．
そ
う
思

う ３
．
ど
ち
ら

で
も
な
い 

４
．
そ
う
思

わ
な
い 

５
．
全
く
そ

う
思
わ
な
い 

① 活動組織メンバー内で新たな
⼈間関係が構築できた     

② 地域コミュニティ等の既存の
⼈間関係が強化された     

③ 地域外関係者との⼈間関係が構
築できた     

④ 森林環境や⽣物多様性に関する
理解が深められた     

⑤ 森の⼿⼊れに関して安全意識・
スキルが⾼められた     

⑥ 林業機材の取扱技術が向上した     

⑦ 森林管理・施業に関する知識や
技術の習得が進んだ     

⑧ ⽊材や特⽤林産物（きのこなど）
の⽣産技術が得られた     

⑨ 申請書、報告書等の書類作成
スキルが⾼められた     

⑩ PC、デジカメ等の電⼦機器の
操作が上達した     

⑪ 森林をフィールドとする活動
団体との交流が進んだ     

⑫ 森林や林業に関する⾏政関係者、
組合等との関係構築が進んだ     

⑬ 交付⾦以外の収益確保が出来る
ようになった     

⑭ 交付⾦活⽤後も活動を継続する
ための組織基盤ができた     
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10． モニタリング調査に関してお伺いします。 
問２３ モニタリング調査の内容 
 貴団体が、令和 3 年度及び令和 4 年度に実施した（予定含む）モニタリング調査の内容につい
て、教えてください。「モニタリング結果報告書」に記載予定の調査について教えてください。（当
てはまる選択肢すべてに） 

 

 ①⽊の混み具合調査（相対幹距⽐調査） 
 ②⽊の混み具合調査（間伐率調査） 
 ③⽊の混み具合調査（胸⾼断⾯積調査） 
 ④樹⽊の本数調査 
 ⑤⾒通し調査 
 ⑥⽵の本数調査 
 ⑦⽊材資源利⽤調査 
 ⑧特⽤林産物等利⽤量調査 
 ⑨下草・ササの侵⼊率（被覆率）調査

 ⑩相対照度調査 
 ⑪開空率調査 
 ⑫植⽣調査（下層植⽣調査） 
 ⑬萌芽再⽣率調査 
 ⑭苗⽊の活着状況調査 
 ⑮植⽣調査（植栽⽊の成⻑量調査） 
 ⑯その他 

（下の⾃由記述欄に回答をお願いします） 
 ⑰活動計画書と異なる調査を⾏う予定だが、

まだ具体的な調査⽅法は決まっていない
 

「⑯その他」と回答された場合、具体的なモニタリング調査の内容について教えてください 
 
 
 
 
 
 
 
問２４ 推奨しない調査⽅法 

問２３で⑫植⽣調査（下層植⽣調査）⑬萌芽再⽣率調査 ⑭苗⽊の活着状況調査 ⑮植⽣調査（植
栽⽊の成⻑量調査）と回答された活動組織に質問します。 

林野庁では、これら調査について、植物の⽣態に左右される事柄の調査であり、結果を予測しづら
く⽬標達成の判断が困難であるため、「モニタリング結果報告書」に記載する調査⽅法とすることを
推奨していません。これら調査を選んだ理由を教えてください。（当てはまる選択肢すべてに） 
 
 ①これら調査が⾮推奨であることを知らなかった 
 ②これら調査の代替となる調査が分らなかった 
 ③活動⽬的と直結する調査⽅法であるため、この調査を実施したい 
 ④従来よりこの調査を実施してきたため継続して調査したい 
 ⑤調査⽅法や⽬標を変更しても良いことや、変更⽅法を知らなかった 

 
 
 

 

41



16 
 

問２５ 設定した数値⽬標の進捗状況 
 活動期間（原則３年間）の終了時に達成すべき数値⽬標について、現時点での進捗状況を教えて
ください。（当てはまる選択肢 1 つだけに） 
 
 ①達成できる⽬途がついている（問 27 へ移動してください） 
 ②達成できるかどうかの⾒通しはついていない（問 26 へ移動してください） 
 ③まだモニタリング初回調査を実施していない（問 27 へ移動してください） 

 
問２６ モニタリングの進捗状況が不⼗分となった理由 
 問 25 で、活動期間（原則３年間）の終了時に達成すべき数値⽬標の達成に向けて、達成できる
⾒通しがついていないと回答した活動組織に質問します。進捗状況が不⼗分となった理由を教えて
ください。（当てはまる選択肢すべてに） 
 
 ①過⼤な数値⽬標を⽴ててしまい、⽬標達成に必要な活動が出来なかった 
 ②植物の⽣態に左右される事柄など効果発揮までに時間を要したり⾒通しが⽴ちにくい数値

⽬標を設定してしまった 
 ③獣害や⾃然災害などの活動後の影響により、達成率が不⼗分となった 
 ④新型コロナや災害などの影響で予定していた活動ができなかった 
 ⑤その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします）

 
「⑤その他」と回答された場合、具体的な理由を教えてください 

 
 
 
 
 

 
問２７ モニタリング調査⽅法や数値⽬標の変更について 
モニタリング調査⽅法や数値⽬標について変更できることをご存じでしたか。 

（当てはまる選択肢 1 つだけに）  
 ①知っている 
 ②知らなかった 

 
問２８ モニタリング調査⽬標の達成等について 
モニタリング調査の⽬標達成率について、基本的に活動の 3 年後には達成率１００％を⽬指して

いただきたいことや、本事業の成果として対外的なアピールや説明に活⽤されていることをご存じ
でしたか。（当てはまる選択肢すべてに）  
 ①１００％達成すべきであることは知っていた 
 ②対外的なアピールや説明に利⽤されていることは知っていた 
 ③何れも知らなかった 
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11．アドバイザー制度についてお伺いします。 
問２９  アドバイザーの活⽤の希望状況 

令和３年度より本交付⾦の活動内容に応じて技術的⽀援を受けられるよう「森林・⼭村多⾯的機
能発揮対策アドバイザー」の制度が設置されました。今後のアドバイザーの活⽤予定について教え
てください。（当てはまる選択肢 1 つだけにチェック） 

 
 ①活⽤する予定はない 
 ②活⽤を検討している・検討したい（困ったときには相談したい）

 
問３０ アドバイザー制度を活⽤した感想  

アドバイザーを活⽤したことがある活動組織にお伺いします。活⽤されたご感想を教えてくださ
い。（当てはまる選択肢すべてに） 

 
 ①概ね的確な助⾔・指導が得られた 
 ②助⾔・指導を受けたかった内容と異なっていた 
 ③事前の準備（相談内容の整理、説明書類の作成、⽇程調整など）が⼤変だった 
 ④その他（下の⾃由記述欄に回答をお願いします）

 
「④その他」と回答された場合、ご感想を教えてください 

 
 
 
 
 
問３１ アドバイザー制度を活⽤したい分野  

今後アドバイザーの活⽤を検討している・検討したいと回答した活動組織にお伺いします。どの
分野の助⾔・指導を受けたいか教えてください。（当てはまる選択肢すべてに） 

 
 ①森林施業（⽬標設定やモニタリング調査等も含む） 
 ②侵⼊⽵の伐採・除去・利活⽤（⽬標設定やモニタリング調査等も含む） 
 ③森林資源の活⽤（⽊質バイオマス・炭焼き・しいたけ原⽊等）（⽬標設定やモニタリング

調査等も含む） 
 ④森林⽣態、植⽣（希少植物の保護を含む） 
 ⑤他地域との交流・連携(活動内容の調整、交流・環境の整備等) 
 ⑥組織づくり(資⾦調達、企業連携、CSR、情報発信等) 
 ⑦安全対策、安全管理、応急処置 
 ⑧その他森林・⼭村多⾯的機能発揮対策交付⾦に係る活動の推進に関するもの 

（下の⾃由記述欄に回答お願いします）

「⑧その他」と回答された場合、具体的な内容について教えてください 
 

 

 

 

43



18 
 

問３２ アドバイザー制度を活⽤しない理由 
活⽤したことがない活動組織及び問 29 で活⽤する予定はないと回答された活動組織にお伺いし

ます。活⽤しなかった、活⽤する予定がない理由を教えてください。（当てはまる選択肢すべてに） 
 
 ①特段困っていないため助⾔・指導を受ける必要性がなかった 
 ②必要な助⾔・指導をしてもらいたいアドバイザーが⾒つからなかった 
 ③地域協議会からの助⾔・指導で⼗分だった 
 ④（本制度登録アドバイザー以外の）専⾨家や他団体などに直接、助⾔・指導を依頼した 
 ⑤困っていることはあるが、どのアドバイザーにお願いすればよいのかわからなかった 
 ⑥登録リストに助⾔・指導を受けたいアドバイザーが⾒当たらなかった 
 ⑦アドバイザー利⽤の⽅法がわからなかった 
 ⑧アドバイザー制度について知らなかった 
 ⑨その他（下の⾃由記述欄に回答お願いします）

 
「⑨その他」と回答された場合、具体的な理由を教えてください 
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１２． 本交付金に関するご意見・ご要望についてお伺いします。 
問３３ 本交付⾦に関するご意⾒・ご要望  
 本交付⾦事業全般あるいは地域協議会に対するご意⾒ご要望がございましたら、ご記⼊ください。 
また、本アンケート内容に関することで、気になった点等がございましたら、併せてご意⾒等をい
ただければ幸いです。（以下、⾃由記述欄に回答をお願いします。回答は任意です） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
アンケートは以上です。ご協⼒ありがとうございました。 
記⼊いただいた調査票は、返信⽤封筒に封⼊いただき、令和４年９⽉９⽇（⾦）までに 
投函いただくか、Ｅメールで shinrin-quest@ecosys.or.jp までお送りください。 
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7

１.スギ・ヒノキの大径材生産林の整備

２.人工林をきれいにする

３.広葉樹の森の整備・景観改善・生物多様性に富む森づくり

４.針広混交の複層林化

５.森林再生（植栽地）

６.タケノコの採れる竹林
７.竹の侵入防止

８.山の恵みの活用できる森づくり

目標とする森の姿（目標像）の例

8
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9

２.人工林をきれいにする
主な作業項目：間伐・除伐・侵入竹の伐採・ツル切り・ササ刈り

当面の改善内容・目標など

林内の光環境の改善

モニタリング方法と調査項目（例）

樹木の本数調査 木の混み具合
調査

林縁部からの
見通し距離

相対幹距比
間伐率

景観改善・獣害抑制

見通し調査

立木本数
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  スキルアップ研修及び現地検討会 ワークショップ・グループトーク用ワークシート     

 
 

［開催日］9 月 14 日（水）午後 

研修プログラム１ ワークショップ（交付申請段階の事務について） 

 

テーマ 交付金の採択に係る事務手続きについて 

・採択審査においての失敗談やお困り事、申請団体からのよくある問合せなど 

 

・審査に関する独自の仕組みや工夫点など 
 

・審査に際して重視すべき視点、申請団体に確認が必要な項目など  
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2 

 

［開催日］9 月 15 日（木）午後 

研修プログラム２ ワークショップ（モニタリングの調査方法について） 

＜事前未送付。時間が余った場合に使⽤します。＞ 

テーマ モニタリング調査方法について 

・モニタリング調査にまつわる日頃の悩みや課題 

  
 
 

・上記の課題解決のヒントや対応策など 
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3 

 

［開催日］9 月 16 日（金）午前 

研修プログラム３ ワークショップ（実施状況報告の事務について） 

 

テーマ 交付金の実施状況報告に係る事務手続きについて 

・受理審査においての失敗談やお困り事、活動組織からのよくある問合せなど  

 

・審査に関する独自の仕組みや工夫点やなど 
 

・審査に際して重視すべき視点、活動組織に確認が必要な項目など  
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4 

 

［開催日］9 月 16 日（金）午前 

研修プログラム４ ワークショップ（関係人口とのマッチング促進） 

 

テーマ マッチングの意義、想定される内容 

・貴協議会において、今後想定されているマッチング促進策（イベント含む）のテーマや内

容、対象（連携する団体や層など） 

 

・マッチング促進策の企画・実施に係る課題（と解決策） 

 

・マッチング促進に向けたアイデア（イベント以外も含む）など 
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自遊クラブ活動地の概要

Ａエリア、Ｂエリア・・・・人工林
Ｃエリア・・・・・・・・・広葉樹林（クヌギ・コナラ林）
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※
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※

「みどりとふれあうフェスティバル」の概要
日 時 令和4年5月14日（土曜日） 11時～17時

令和4年5月15日（日曜日） 10時～16時
悪天候のため14日は開催中止

場 所 都立木場公園（東京都江東区）
イベント広場、多目的広場等

入場料 無料
内 容 ・キッズ向けプログラム

・大人も楽しいプログラム
主 催 みどりの感謝祭運営委員会（農林水産省・林野庁ほか）
事務局 公益社団法人 国土緑化推進機構

110



「みどりとふれあうフェスティバル」の概要
３８の企業・団体等が出展、２４の体験プログラムを実施
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（結果）
・体験者数 66人
（計画は2日間で60人）
・子どもさんにも、大人にも大人気

（課題）
・体験申込の受付方法の改善
・体験者への情報伝達方法の改善
・体験者（とくに保護者）とのコミュニケー
ションを深めるため、体験時間に余裕をも
たせる。
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令和４年度 森林・山村多面的機能発揮対策交付金 普及セミナー 
 

１．目的 
本年度の普及セミナーは、昨年度から本交付金のサイドメニューに加わった「関係人口の創出・維持等の活

動」を、今後、各地域でより積極的に活用していくため、その意義や進め方、実際の活用状況および効果的な

取組やそのための留意点などについて、関係者間で共有する場とする。 

 

２．開催日時  
令和 5 年 2 月 21 日（火曜日） 10：00～15：30  

 

３．開催場所  
TKP 田町カンファレンスセンター ホール２Ａ （東京都港区芝 5-29-14 田町日工ビル内 2 階）  

 

４．プログラム 
本交付金を使った活動を進めていく上で重要な、関係人口・交流人口の創出・維持の取組の意義につい

て、地域協議会担当者をはじめ、各関係者に改めて考えてもらうきっかけとするとともに、意義等を理解する

ことにより、活動組織に対する今後の円滑な支援につなげていくことを目指す。 

 

10:00 開会あいさつ （林野庁） 

10:05 基調講演                   ※講演後に質疑応答の時間を設けています 

『森林ボランティア活動における関係人口創出の意義と進め方』 

古瀬 繁範 様 当交付金評価検証委員会委員 

NPO 法人 地球と未来の環境基金 理事長 

10:55 休憩（5 分） 

 
活動組織取組報告              ※各発表後に質疑応答の時間を設けています 

11:00 『人とつながる森へ』  山本 牧 様 かみかわ里山ネット （北海道） 

11:25 『私と山仕事』        野崎 威三男 様 NPO 法人 馬頭農村塾 代表 （栃木県） 

11:50 『取組状況報告』      内藤 恵梨 様 TAKE NO EN 代表 （長崎県） 

12:15 昼食休憩（60 分） 

 地域協議会取組報告          ※各発表後に質疑応答の時間を設けています 

13:15 『「関係人口創出・維持」に係る静岡県地域協議会の取組』  長谷川 剛司 様 

静岡県地域協議会 （公益財団法人 静岡県グリーンバンク 事業部長） 

13:35 『関係人口創出・維持タイプ（マッチングイベント）』         佐藤 祐樹 様 

長崎県地域協議会 （長崎森林・山村協議会 事務局） 

13:55 休憩（5 分） 

14:00 ワークショップ 

『関係人口創出・維持の進め方を考える』 

※関係人口創出のためのアイデアや取組の工夫について、グループディスカッションを行っていた

だきます。一部のグループより、ディカッションの結果等を発表していただく予定です。 

15:30 閉会 
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普及セミナー ワークショップの内容・進め⽅について 
 
  

 関係⼈⼝創出・維持を進めるため、地域の実情に応じたマッチングイベント（出会いの場の提供を⽬的
とするものや関係⼈⼝の取組を⾏うことのメリット等の紹介を⽬的とするもの）などを、各地域にてより
効果的に実施していくことが求められています。そこで、各グループにて関係⼈⼝創出・維持を進めるた
めの取組について、企画やその具体的な進め⽅などを関係者間で話し合い共有する機会とします。 

 
 

 
テーマ 関係⼈⼝創出・維持の進め⽅を考える
ねらい 地域協議会と都道府県庁が、関係⼈⼝の取組を促進するための活動・運営にあたっ

て企画案や⼯夫点、留意事項等を共有し、今後の各地域での企画・運営等にいかす
話し合いの視点
(切り⼝)の例 

準備段階 各地域の現状を話し合い、何が課題か明確にする（仮定の前提条件を定
める）。
課題を踏まえた取組・企画の⽬的と内容を検討。 
活動組織への呼びかけ（例︓呼びかけ対象、活動組織の参加を促すため
の⼯夫・留意点、都道府県・市町村との連携⽅法など） 
関係⼈⼝の対象主体は︖（例︓どこにどうアプローチするかなど）
広報等、参加呼びかけ⽅法（例︓広報媒体、発信上の⼯夫・留意点、都
道府県・市町村との連携⽅法など）

当⽇ 運営上の⼯夫点・留意点など
事後 取組終了後の対応（例︓誰に、なにを、どうやってフォローするかなど）

 
 

■ ワークショップの流れ（14︓00〜15︓20） 
0. （ワークショップの説明︓事務局） 
1. 各グループにて、視点ごとの話し合い・とりまとめ（40 分） 
2. （休憩）※時間調整（10 分） 
3. 話し合い結果の発表※ （20 分） 

※ 話し合いの結果をいくつかのグループより紹介（発表）していただきます。 
4. まとめ 
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令和４年度普及セミナー ワークショップ記入用紙   グループ番号：     

準

備 

関係人口創出・維持を進める上での課題（仮定の前提条件） 

課題をふまえた取組（具体の企画内容、目的など） 

活動組織への呼びかけ（呼びかけ方法、参加を促す工夫・留意点、都道府県市町村との連携方法など） 

関係人口の対象主体（どこにどうアプローチするか、呼びかけ方法、発信上の工夫・留意点、都道府県市町村

との連携方法 など） 

当

日 

運営上の工夫点・留意点など 

事

後 

取組終了後の対応（誰に、なにを、どうフォローするか） 

その他、特記事項など 
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